
令和５年度 呉羽高等学校アクションプラン  －１－ 

重  点  項  目        学習活動（学習指導の充実） 

重  点  課  題        家庭学習の充実と教科指導の充実 

現      状        

①本校生徒の進路目標達成のためには、日々の授業を大切にし、生徒が計画性をもって生活時間を調整

しながら学習に取り組み続けることが必要であるが、各学年の目標とする家庭学習時間は確保されて

いないのが実状である。生徒の実態把握に努め、生徒が主体的にかつ具体的に学習計画を立てて実践

できるようになるための指導が必要である。 

②「主体的･対話的で深い学び」に向けた授業の改善について、互見授業を活用し、各教科部会を中心

に研修している。互いの授業を参観する機会は増えているが、ＩＣＴの効果的な利用も含め、指導

内容や指導方法についてさらなる授業研究が必要である。 

達  成  目  標        

①生徒の平日家庭学習時間 

 １年生 ２．０時間以上 

 ２年生 ２．５時間以上    の生徒の割合 

 ３年生 ３．０時間以上   

※学習実態調査より 

②互見授業に積極的に参加し、教科部会等で意見交

換をする。 

 

 

 

① ７０％以上       ②  各自、互見授業に年間２回以上参加          

方      策        

・家庭での生活実態を記録させ、予習・授業・復

習のサイクルを確立するためにはどのような

時間の使い方をしなければならないかを、生徒

自身に考えさせる。 

・授業や考査・レポート等により学習状況や学習

到達度を把握し、適切な課題を設定して生徒の

意欲を引き出す。 

・個人面接を重視し、生徒一人ひとりに合った学

習方法を工夫させるとともに学習時間増加推

進に取り組ませ、進路目標の達成を図る。 

・互見授業週間を設定し、様々な授業を見学できる

ように、教科の枠を外して実施する。 

・互見授業後の振り返りや、学校外で行われる研修会

や公開授業への参加報告など、授業改善のための

校内研修を実施する。 

・ＩＣＴの授業への活用については、その長所・短所

を把握し、さらに効果的な利用法について、研究を

進める。 

・教育クラウドを利活用した教育活動の推進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度 呉羽高等学校アクションプラン  －２－ 

重 点 項 目        学校生活（生徒指導） 

重 点 課 題        
①「挨拶」を自主的に行い、自覚を持って「服装」を正しく着用する生徒の育成。 

②スマートフォン・携帯電話について、節度のある使用が自主的にできる生徒の育成。 

 

 

 

現 状        

 

 

 

①ここ数年継続して、「挨拶」と「服装」に重点を置いて指導してきた結果、生徒たちの挨拶は少しず

つよくなってきた。また、制服については、昨年度から、生徒が各自の体調や気温にあわせて冬服・

合服・夏服を選んで着用する「制服選択着用期間」を設け、生徒の自主性を育む指導を行っている。 

②富山県高等学校PTA連合会では、イレブン・セブン運動（夜11時から翌朝7時までスマートフォン 

等を使用しない運動）を展開している。本校でも新入生に案内を配布し、全校集会等で指導している 

が、様々なコミュニケーションツールの進歩により、夜遅くまでスマートフォンを手放せない生徒が多 

い。また、学習にスマートフォン等を利用する生徒も増えており、使用禁止だけの指導は難しくなっ

ている。どのように使うのかを考えさせる指導が必要になってきている。 

 

達 成 目 標        

 

①生徒の自己評価〈５：いつもきちんとでき 

る、４：だいたいいつもできる〉の割合  

②スマートフォン・携帯電話の使用に関する 

統一ＨＲ等の実施 

・【挨拶】「授業」80%以上、「校内」80%以上 

・【服装】85%以上 
・各学年１回以上 

 

 

 

 

 

方 策        

 

・校規委員会の活動を充実させ、学校生活や諸 

活動に対する生徒の意欲を喚起し、規範意識を 

育む。 

・朝の生徒玄関での挨拶や、学校全体で行う学 

期はじめの「マナーアップ週間」での声かけ 

などを通し、「挨拶」や「服装」への継続的 

な指導を行う。 

・各学期に服装指導を実施することで、生徒自 

身が身だしなみについて考える機会を持たせ 

るとともに、落ち着いた学習環境を維持するこ 

とに努める。 

・必要に応じて、個々の生徒の状況に応じた個 

別指導を担任と連携して行う。 

・生徒のスマートフォン使用状況について調査 

を行う。使用時間や使用の仕方等の使用実態に 

ついて自覚させるとともに、ＨＲ活動で結果に 

ついて話し合い、改善点や改善方法について考 

えさせる。 

・１年生に「スマホ・ケータイ安全教室」を実 

施し、ＳＮＳ使用の危険性について、専門家 

の講話を通して指導する。 

・教科「情報」の教員と協力し、情報モラルや 

セキュリティの意識の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度 呉羽高等学校アクションプラン  －３－ 

重 点 項 目        進路支援（進路指導の充実） 

重 点 課 題        進路意識を高め、進路目標の実現に向けて学力を向上させる。 

現 状        

・進路目標が漠然としているために、受動的な学習に終始する生徒が多い。 

・自己の能力や適性を的確に評価しようとする意識を高め、主体的かつ持続的に考えながら進路目標を

設定し、その実現に向けて努力していけるよう、継続的に支援していく方策を工夫する必要がある。 

・目標の設定や実現のための方策を示し、学期や学年の進行とともに進路意識を高められるような支援

システムを構築し、教員間で共有していく必要がある。 

達 成 目 標        

・第１学年：文理選択・科目選択を、十分検討した上で決めることができる。 

・第２学年：具体的な進路目標を、十分検討した上で定めることができる。 

・第３学年：受験計画を、十分検討した上で立てることができる。 

１年生：８０％以上   ２年生：８０％以上   ３年生：８０％以上 

方     策 

○３年間を通した計画的な進路指導を行い、生徒・学校・家庭が一体となり、進路志望の実現を図る。 

 ・第１学年…生活習慣や学習習慣を確立させる。「総合的な探究の時間」等で進路研究や興味関心に応

じた探究活動を行い、自己理解や適性の把握に努めさせる。また、適切な文理選択を支援するため、

漠然とした進路希望を持つ生徒や、進路選択に悩む生徒が自己の適性を知り、自分の将来について

主体的に考えられるような機会を設ける。「大学招請講義」では興味関心のある講義を受講させ、学

部・学科の内容についての理解を深めさせる。 

 ・第２学年…大学見学等を通して大学や学部について研究し、自己の適性をふまえた具体的な進路目

標が掲げられるよう指導する。「大学招請講義」では興味関心のある講義を実際に受講し、学部・学

科選択の一助とさせる。また、「合格体験報告会」では先輩達の進路への心構えや学習法などを実際

に聞き、新年度に向けて学習への意欲を高めさせる。 

 ・第３学年…学年集会や外部講師による進路講演会等を開催し、進路志望実現のための具体的な方策

や進路に関する情報を的確に示し、意欲を高めさせる。ゴールを見据えた長期・中期・短期の学習計

画を作成させ、その進捗状況を検証し、学力を最大限に伸長させる。 

○個人面接やホームルーム等を通して、学習習慣や生活習慣の見直しをさせるとともに、早期に志望校

を明確化できるようオープンキャンパスや学校説明会への参加を勧める。 

○校内模試や外部模試を有効に活用し、結果を学年会や進路検討会で分析しながら教員間で情報を共有

し、授業や個別指導（教科添削・小論文・面接）に活かす。 

○入試動向を調査し、それらをもとに本人の適性や成績・意欲などを総合的に勘案し、適切な志望校選

択を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度 呉羽高等学校アクションプラン  －４－ 

重 点 項 目        特別活動（学校行事の周知と委員会活動の活性化） 

重 点 課 題        

・学校行事の広報活動を充実させ、各行事の活動内容を学校内外に発信するために、生徒会が中心とな 

り、生徒や教職員との協力・連携を強める。 

・各行事や各種委員会活動への積極的な参加を促すとともに、活動内容を工夫し活性化を図る。 

 

 

現 状        

・学校行事では生徒会が中心的な役割を果たし計画・運営をしている。しかし、一般生徒や教職員には

その活動内容が十分には知られていない。そこで、広報活動のみならず話し合いの場を積極的に設け

ることによって、生徒の主体的な活動を学校内外に知らせ、地域と学校、生徒と教職員が連携する活

気溢れる行事を運営できるのではないかと考える。また、生徒に責任と自覚を持たせることによっ

て、興味・関心をより高め、主体的な活動に繋げられると考える。 

・生徒会には現在８つの委員会が設置され、執行部が中心となって学校行事や各種委員会の様々な活動

を計画・運営している。また、各ホームにおいても役員、各委員が企画する活動があり、主体的に取

り組んでいる。しかし、慣例的な活動の中には、あまり関心が高くないように感じられるものもあ

り、今後、社会の状況に合わせつつも、より積極的な参加や自主的な行動を促す工夫した取り組みが

必要であると考える。 

達 成 目 標 
①学校行事の定期的な広報活動 ②学校行事や生徒会、ＨＲ活動に意欲的に取り組

み、充足感を得させる。 

       

方 策        

・「生徒会だより」 毎月発行 

学校行事だけでなく、各委員会や生徒会活動の

活動報告や告知を分かりやすく記載し、内容を

充実させる。 

・「掲示板」 多くの生徒の目にふれるよう創意

工夫を凝らした内容に努める。 

・ＨＰの定期的な更新 

・参加意識を高めるために具体的な計画を立て、

生徒議会や生徒総会を通して生徒主体の形で共

通理解を図る。 

・ＨＲ活動に話し合いやグループワーク、学年統

一活動などを建設的に取り入れ、生徒の自主性

を生かした運営を重視し、指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度 呉羽高等学校アクションプラン  －５－ 

重 点 項 目       特別活動（図書館活動の充実） 

 

重 点 課 題       

・読書指導を通して生徒の自主的な読書活動を支援し、豊かな心と感性、知性を育む。 

・「読書センター」「学習センター」「情報センター」としての機能を強化し、自ら課題を発見し、解決する

探究的な学習活動をしやすい図書館づくりを推し進める。 

・本校の特色にあわせて、計画的に蔵書、資料構成をし、キャリア形成の一助とする。 

 

 

現    状 

・読書傾向調査の結果、読書が「好き・どちらかといえば好き」な生徒は71％いるものの、１週間の読書時間

が０分と答える生徒が51％おり、読書習慣のない生徒が多くなっている。読書をしない理由として、「読書

の習慣がない」、「勉強・部活動等で時間がない」をあげている。 

・年10回以上図書館を利用する生徒の割合は約12％であるが、40回以上利用する生徒もおり、利用状況に個人

差がある。日常的に図書館を利用し、図書資料を適切に活用しようとする態度が求められる。 

・スマホやパソコン等電子書籍による読書をする生徒は微増し、24％である。 

・図書館を、教室以外の居場所として利用する生徒もいる。 

※数値は令和４年度１月実施「読書傾向調査」（令和４年度１、２年生対象）による。 

達 成 目 標 
①図書館だより、新着図書案内の発行回数 ②１ヶ月平均の図書館入館者数（延べ人数） 

年10回 550人以上 

 

 

 

 

 

 

方    策 

 

 

・月刊図書館だより「Library」や掲示物を年10回程度 

定期的に発行し、新着図書案内や情報提供を行う。 

・図書委員会が企画、運営する図書館行事により、ま 

た、本のポップの作成や展示により、読書の楽しさ 

や図書館の親しみやすさをアピールする。 

 

・読書センターとしての機能を充実する。 

１、２年生には、ホームルームの時間を利用して、 

生徒同士が読書体験を共有したり、ポートフォーリ  

オを作成したりする機会を設ける。 

⑴読書の時間 

 「社会を知るための読書」をテーマとして、新書を読

む。 

⑵ホームルーム読書会（ビブリオバトル） 

 生徒同士で本の魅力を伝え合い、読書体験を共有す

る。 

⑶校内読書感想文、感想画コンクール 

 入賞作品を図書館誌に掲載し、鑑賞する。 

３年生には、「小論文対策図書案内」を作成し、進 

路支援を図る。 

・新入生には、図書館オリエンテーションで、本の探

し方や利用の方法を周知し、親しみやすい図書館で

あることを体感させる。 

・新着図書や授業に関連する資料を目に留まるように

展示したり、配架を工夫したりして、利用しやすく

居心地のよい環境を整える。 

・学習センター、情報センターとしての機能の充実を

模索する。 

⑴蔵書の選定と資料収集、レファレンスサービスを充 

実させ、生徒の自主的な読書や探究学習等の活動を 

支援する。 

⑵進路や職業選択に役立つ図書資料の充実に努める。 

⑶教科、学年、分掌、部活動など、教員も利用しやす

い図書館づくりを進める。 

⑷新聞、雑誌、視聴覚資料にも幅広く触れる機会を提

供する。 

⑸音楽等芸術関係の資料の提供と活用の促進を図る。 

⑹Wi-Fi環境下で、ＩＣＴを活用した学習活動の利便

性を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度 呉羽高等学校アクションプラン  －６－ 

重 点 項 目 学校生活その他（保護者・生徒・教職員・地域との連携、校内美化・快適な学習環境の保持 ） 

 

重 点 課 題 

 

・本校教育活動とPTA活動の連携を図るとともに地域の声を聞き開かれた学校づくりに努める。 

・魅力ある本校の教育活動を、様々な方にアピールできるよう、様々な媒体を用い広報する。 

・校内美化に取り組み、健康的で快適な学習環境を保つことで生徒の学習や学校生活に対するモチベーショ

ンを向上させる。また、学校全体で協力して清掃活動に取り組み、生徒同士の助け合いや協働の精神を持

たせる。 

・悩みを抱える生徒に対し、多面的に支援する。  

 

 

 

現       状 

・学校と保護者との関係は良好であるが、コロナ禍で行事の開催や持ち方に制限があり、保護者が参加でき

ていない。 

・ＳＰＴＡ懇談会は年２回開催しているが、呉高芸術祭の食堂運営については３年間行っておらず、懇談で

きていない。生徒の生活実態等については、生徒・保護者・教職員が意見交換を行う有意義な機会となっ

ている。 

・ここ数年，ホームページへの行事の掲載率は７割程度で、掲載が遅れたり、更新が滞っていたりするのも

ある。保護者や中学生、地域の方から迅速かつ頻繁な更新を望む声が聞かれる。 

・１週間に３日は７限授業後清掃時間（16時10分～16時30分）が設定され、その後部活動を行う校時とな

っているため、生徒は時間に追われ環境美化に十分に取り組むことができていない。 

・悩みを抱える生徒に対し、担任・学年がケアに当たるとともに、コーディネーターが中心となってカウン

セラーや外部機関等へつなぐなど校内・校外連携を強化し、多面的に支援する。 

 

 

達 成 目 標 

①ＰＴＡ行事の集合型での開

催。学校行事への保護者の来

校やそれに対する満足度の向

上。 

②学校行事等のＨＰへの掲載

を、概ね２週間以内に行い、タ

イムリーな広報に努める。 

③学期に２度の大掃除を計画し、実施

する。   

 

・開催時の満足度調査で４以上

（５段階評価） 

・学校行事の概ね２週間以内の

更新率８０％以上 
重点目標を定め、生徒全員が活動に参

加する。 

 

 

方    策 

・ＰＴＡ活動のパンフレットや

ホームページ等を通して各行

事の様子を知らせ、保護者の

参加意欲を促す。 

・参加した保護者を対象にアン

ケートを実施し、満足度を調

査する。 

・あらかじめ掲載する予定の学

校行事を全職員に伝える。 

・学校行事の担当者へ事前事後

の更新を促す。 

・校内美化の活動を生徒全員で協力し

て行うことができるよう美化委員が

啓発活動を行う。また、快適な校内

環境を保つため、毎日の校内美化活

動や普段の清掃では手が回らない場

所、汚れが蓄積する場所等の特別清

掃を随時計画し実施する。 

 

 

 

 


